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特別損失の発生並びに平成26年２月期第２四半期累計期間業績予想の修正 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
  

 

この度、当社において、下記のとおり、特別損失（減損損失）が発生いたしますので、その概要をお知らせするとと

もに、平成26年２月期(平成25年３月１日～平成26年２月28日)の第２四半期累計期間業績予想及び通期業績予想を修正

いたします。 

 

記 
 

１ 特別損失（減損損失）の発生及びその内容 

（１）減損損失の内容 

 「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社が保有する固定資産のうち４店舗の減損損失56百万円

を計上することにいたしました。 

 

 （２）今後の見通し 

 上記減損損失の業績に与える影響につきましては、本紙「３ 平成26年２月期通期業績予想の修正」に織

り込み済みであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 平成26年２月期第２四半期累計期間業績予想の修正 

（１） 第２四半期累計期間（平成25年３月1日～平成25年８月31日）           

             
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１ 株 当 た り

四半期純利益

 

前回予想（Ａ） 

百万円 

6,357 

百万円

194

百万円

219

百万円 

40 

円   銭

  2   27

今回修正（Ｂ） 6,294 237 264 103 5   96

増減額（Ｂ－Ａ） △63 42 44 62 ― 

増減率（％） △1.0 22.0 20.0 153.0 ― 

(ご参考)前年同期実績 

(平成25年2月期第2四半期) 6,186 264 284 100 5   47

 

（２） 修正の理由 

① 売上高は、前回予想に対し63百万円減少の62億94百万円となる見込みであります。これは、新規出店の

予算が４店舗に対して実績は１店舗となったことが主な要因であります。純既存店売上高前年同期比は前

回予想 99.8%に対し 100.4%となったことが増加要因でありますが、新規出店できなかった店舗の予算売上

高を補えませんでした。 

 

② 営業利益及び経常利益は、前回予想に対し営業利益は42百万円増加の237百万円、経常利益は44百万円

増加の 264 百万円となる見込みであります。販管費等の削減などコスト削減に取り組み、純既存店売上高

が計画を上回ったことによる営業利益及び経常利益の増加が主な要因であります。 

 

③ 四半期純利益は、前回予想に対し62百万円増加の103百万円となる見込みであります。これは、特別利益

である受取補償金の増加が主な要因であります。 

 

 

３ 平成26年２月期通期業績予想の修正 

（１）通期（平成25年３月１日～平成26年２月28日） 

             
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

 

前回予想（Ａ） 

百万円 

12,557 

百万円

324

百万円

375

百万円 

72 

円   銭

  4   04

今回修正（Ｂ） 12,493 367 419 134 7   80

増減額（Ｂ－Ａ） △63 42 44 62 ― 

増減率（％） △0.5 13.2 11.8 86.0 ― 

(ご参考)前年同期実績 

(平成25年2月期) 12,089 344 390 134 7   50

 

（２）修正の理由 

売上高、営業利益、経常利益、当期純利益はそれぞれ平成26年２月期第２四半期累計期間業績予想の修正の

増減額（本紙「２ 平成26年２月期第２四半期累計期間業績予想の修正」参照）を反映いたしました。 


